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中等教育科学（技術・情報）プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1) 技術教育に関する知識・理解が身に付いている
技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎的な理解を十分
に持っており，それらの理解を深いレベルで統合することができる。

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎的な理解を十分
に持っており，それらの理解を統合することができる。

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎を理解することが
できる。

(2) 情報教育に関する知識・理解が身に付いている
情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎的な理解を十分
に持っており，それらの理解を深いレベルで統合することができる。

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎的な理解を十分
に持っており，それらの理解を統合することができる。

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎を理解することが
できる。

(3) 木材加工に関する知識が身に付いている 木材加工に関する総合的な知識を応用することができる。 木材加工に関する詳細な知識を活用することができる。 木材加工に関する基本的な知識を利用することができる。

(4) 金属加工に関する知識が身に付いている 金属加工に関する総合的な知識を応用するすることができる。 金属加工に関する詳細な知識を活用することができる。 金属加工に関する基本的な知識を利用することができる。

(5)  メカトロニクスに関する知識が身に付いている メカトロニクスに関する様々な知識を応用することができる。 メカトロニクスに関する基本的な知識を活用することができる。 メカトロニクスに関する必要最低限の知識を利用することができる。

(6)
 ハードウェア（情報表現を含む）に関する知識が
身に付いている

ハードウェアに関する体系的な知識を応用することができる。 ハードウェアに関する詳細な知識を活用することができる。 ハードウェアに関する基本的な知識を利用することができる。

(7)
情報通信ネットワークに関する知識が身に付いて
いる

情報通信ネットワークに関する体系的な知識を応用することができる。 情報通信ネットワークに関する詳細な知識を活用することができる。 情報通信ネットワークに関する基本的な知識を利用することができる。

(8) 情報処理に関する知識が身に付いている 情報処理に関する体系的な知識を応用することができる。 情報処理に関する詳細な知識を活用することができる。 情報処理に関する基本的な知識を利用することができる。

(1)
技術教育の実践に関する計画・プランを構成する
ことができる

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための適
切で詳細な計画・プランを構成することができる。

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための適
切な計画・プランを構成することができる。

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための計
画・プランを構成することができる。

(2)
情報教育の実践に関する計画・プランを構成する
ことができる

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための適
切で詳細な計画・プランを構成することができる。

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための適
切な計画・プランを構成することができる。

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための計
画・プランを構成することができる。

(3) 木材加工に関する製作活動を行うことができる 木材加工に関する様々な知識を応用して製作活動を遂行することができる。 木材加工に関する基本的な知識を活用して製作活動を遂行することができる。
木材加工に関する必要最低限の基礎的な知識を活用して製作活動を遂行す
ることができる。

(4) 金属加工に関する製作活動を行うことができる 金属加工に関する様々な知識を応用して製作活動を遂行することができる。 金属加工に関する基本的な知識を活用して製作活動を遂行することができる。
金属加工に関する必要最低限の基礎的な知識を活用して製作活動を遂行す
ることができる。

(5) メカトロニクスに関する製作活動を行うことができる
メカトロニクスに関する知識を用いて，仕様を立案し，それに沿って設計・製作・
評価することができる。

メカトロニクスに関する知識を用いて，与えられた仕様を満たす設計・製作・評
価をすることができる。

メカトロニクスに関する知識を用いて，基礎的な設計・製作・評価をすることがで
きる。

(6)
ハードウェアに関する知識を用いて，ハードウェア
（回路）の設計・製作・評価を行うことができる

ハードウェアに関する知識を用いて，仕様を立案し，仕様に沿った回路を設計・
製作・評価することができる。

ハードウェアに関する知識を用いて，複雑な回路を設計・製作・評価することが
できる。

ハードウェアに関する知識を用いて，簡単な回路を設計・製作・評価することが
できる。

(7)
情報通信ネットワークに関するサーバ構築を行うこ
とができる

情報通信ネットワークに関するサーバ類のほとんどを構築することができる。 情報通信ネットワークに関するサーバ類の一部を構築することができる。 情報通信ネットワークに関するサーバ類の設定を変更することができる。

(8) 情報処理に関する制作活動を行うことができる 情報処理に関する総合的な制作活動を遂行することができる。 情報処理に関する応用的な制作活動を遂行することができる。 情報処理に関する基礎的な制作活動を遂行することができる。

(9)
多角的な視点で平和について考え、意見を述べ、
種々の問題点を説明することができる

 平和について詳細に意見を述べ、説明することができる。 平和について多角的に意見を述べ、説明することができる。 平和について簡単に意見を述べ、説明することができる。

(10)
人類や社会の歴史的・現代的課題について多角
的な視点から説明できる

 人類や社会について詳細に意見を述べ、説明することができる。 人類や社会について種々の意見を述べ、説明することができる。 人類や社会について簡単に意見を述べ、説明することができる。

(11)
外国語を活用して日常的なコミュニケーションを図
り、多くの言語や文化を理解できる

  外国語で詳細に意見を述べ、説明することができる。 外国語で種々の意見を述べ、説明することができる。 外国語で簡単に意見を述べ、説明することができる。

(12)
各学問領域の形成過程や発展過程、文化・社会
との関わりについて、説明できる

 各学問領域について詳細に意見を述べ、説明することができる。 各学問領域について種々の意見を述べ、説明することができる。 各学問領域について簡単に意見を述べ、説明することができる。

(13)
体力・健康づくりの必要性、生涯にわたってスポー
ツを楽しむ意義、マナー・協調性などの重要性を
理解し、説明できる

 体力・健康づくりについて詳細に意見を述べ、説明することができる。 体力・健康づくりについて種々の意見を述べ、説明することができる。 体力・健康づくりについて簡単に意見を述べ、説明することができる。
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教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 平和科目 2 必修 1,2セメ 100 1 100

教養教育科目 パッケージ別科目 6 必修 1,2セメ 100 1 100

教養教育科目 外国語科目 10 必修 1-4セメ 100 1 100

教養教育科目 情報科目 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 領域科目 16 必修 1-4セメ 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 必修 1,2セメ 100 1 100

教養教育科目 基盤科目 選択 1-4セメ 100 1 100

専門教育科目 科学文化教育論 2 必修 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 技術教育概論Ⅰ 2 必修 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 情報教育論Ⅰ 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 木材活用概論 2 必修 2セメ 100 1 100

専門教育科目 金属活用概論 2 必修 2セメ 100 1 100

専門教育科目 機械活用概論 2 必修 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気電子活用概論I 2 必修 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 情報活用概論Ⅰ 2 必修 1セメ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 情報活用概論Ⅱ 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 メカトロニクス創造実習 2 必修 5セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 メカトロニクス基礎実習 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 ハードウェア概論 2 選択 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 木材活用教材演習Ⅰ 1 選択 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 金属活用教材演習Ⅰ 1 選択 3セメ 100 1 100

専門教育科目 メカトロニクス教材演習 1 選択 1セメ 100 1 100

専門教育科目 電気電子活用概論Ⅱ 2 選択 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ハードウェア教材演習 1 選択 2セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 技術教育概論Ⅱ 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 情報教育論Ⅱ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 情報システム概論 2 選択 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 情報ネットワーク概論 2 選択 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 マルチメディアの活用 2 選択 6セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 プログラミングの学習 2 選択 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 技術教育プランニング論 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 技術教育方法・評価論 2 選択 6セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 工業科教育方法論Ⅰ 2 選択 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 工業科教育方法論Ⅱ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 情報教育プランニング論 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 職業指導 2 選択 7セメ 100 1 100

専門教育科目 木材機械加工概論 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 木材活用教材演習Ⅱ 1 選択 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 木材活用教材演習Ⅲ 1 選択 6セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 基礎製図 1 選択 3セメ 100 1 100

専門教育科目 金属機械加工概論 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 金属活用教材演習Ⅱ 1 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 メカトロニクス設計製図 1 選択 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 エネルギー活用論 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 工業教育の数理 2 選択 2セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 栽培活用概論 2 選択 5セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 栽培活用教材演習 1 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 情報社会論 2 選択 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 アルゴリズム論 2 選択 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ディジタル制御 2 選択 5セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 モデリングとシミュレーション 2 選択 6セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 情報と職業 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 ハードウェア研究法 2 選択 7セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ソフトウェア研究法 2 選択 7セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ネットワーク研究法 2 選択 7セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 マルチメディア研究法 2 選択 7セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 卒業論文 6 必修 8セメ 50 1 50 1 100

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目

(3) (4) (5)
知識・理解 能力・技能

(1) (2)(13)(8) (1) (2)(1) (3) (4) (8) (9) (10)

科目中
の評価
項目の
総加重
値

(11)(5) (6) (7)

別紙３

(2)
総合的な力

(6) (7) (12)



別紙４
中等教育科学（技術・情報）プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教養ゼミ（◎） 工業教育の数理（△） 科学文化教育論（◎） 工業科教育方法論I（△） 栽培活用概論（△） 技術教育方法・評価論（△） 職業指導（△）

情報科目（○） 技術教育概論I（◎）

教養ゼミ（◎） 科学文化教育論（◎）

情報科目（○） 情報教育論I（◎）

木材活用概論（◎） 木材活用教材演習I（△） 木材活用教材演習II（△） 木材機械加工概論（△） 木材活用教材演習III（△）

金属活用概論（◎）

機械活用概論（◎） 電気電子活用概論II（△）

電気電子活用概論I（◎） メカトロニクス設計製図（△）

エネルギー活用論（△）

情報活用概論I（◎） ハードウェア教材演習（△） ハードウェア概論（△） ディジタル制御（△） モデリングとシミュレーション（△）

情報社会論（△） 情報ネットワーク概論（△）

情報活用概論I（◎） 情報システム概論（△） プログラミングの学習（△） 情報と職業（△） マルチメディアの活用（△）

情報活用概論I（◎） アルゴリズム論（△）

工業教育の数理（△） 技術教育概論I（◎） 工業科教育方法論I（△）



別紙５ 

中等教育科学（技術・情報）プログラム担当教員リスト 

 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

田島 俊造 教授 7159 D203 stashima＠hiroshima-u.ac.jp 

田中 秀幸 教授 7164 C313 tanakalpha＠hiroshima-u.ac.jp 

藤中 透 教授 7097 C312 fjnk＠hiroshima-u.ac.jp 

渡辺 健次 教授 7155 C311-2 wtnbk＠hiroshima-u.ac.jp 

長松 正康 准教授 7160 D204 nagamatu＠hiroshima-u.ac.jp 

川田 和男 准教授 7158 D105 kawada＠hiroshima-u.ac.jp 

谷田 親彦 准教授 7161 D205 cyata＠hiroshima-u.ac.jp 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 

 （霞：０８２－２５７－（内線番号４桁）） 

 （東千田：０８２－５４２－（内線番号４桁）） 



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ

2 教養ゼミ 2 必修 ○

2 2 選択必修 ○ ○

6 決定された1パッケージから3科目 2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

コミュニケーションⅢA 1

コミュニケーションⅢB 1

コミュニケーションⅢC 1

ベーシック外国語Ⅰから2科目 1 ○

ベーシック外国語Ⅱから2科目 1 ○

2 (注4) 2 選択必修 ○

(16) すべての領域から(注5) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

40

・修得した基盤科目の単位を算入することができる。ただし，8単位を限度とする。

注1：

注2：

注3：

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に
履修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行
する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

1セメスター開設の「情報活用基礎」を履修すること。なお，「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場合
は，2セメスター開設の「情報活用演習」を履修することができる。

・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

・修得したコミュニケーション基礎の単位を算入することができる。

コミュニケー
ションⅢ

2

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

基盤科目

計

共
通
科
目

外
国
語
科
目

コミュニケーショ
ンⅠ(注3)

4

○

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペイ
ン語，ロシア語，中国語，韓国
語，アラビア語のうちから1言語

選択）

1年次 2年次 3年次 4年次

上記4科目から2科目以上

○

自由選択

4 選択必修

教
養
コ
ア
科
目

教養ゼミ

平和科目

パッケージ別科目

上記3科目から2科目

選択必修

英
語
 

(

注
２

)

(0)

情報科目

領域科目

健康スポーツ科目

コミュニケーショ
ン基礎

注5：

短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「マルチメディア英語演習」の履修
により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語
学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能
検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注4：

時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

選択必修

教
養
教
育
科
目

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第二類　技術・情報系コース（中等教育科学（技術・情報）プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)



学 部 履 修 基 準 

 

第 二 類（科学文化教育系） 

○ 技術・情報系コース（中等教育科学（技術・情報）プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 開 設 学 部 

教 

養 

教 

育 
 

教
養
コ
ア
科
目 

教 養 ゼ ミ  ２ 

４０ 総 合 科 学 部 ほ か 

平 和 科 目  ２ 

パ ッ ケ ー ジ 別 科 目  ６ 

共
通
科
目 

外国語科目 
英   語  ６ 

初修外国語  ４ 

情 報 科 目  ２ 

領 域 科 目 （１６） 

健 康 ス ポ ー ツ 科 目  ２ 

基 盤 科 目  （０） 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目  ３４ 

８８ 教 育 学 部 ほ か 

専 門 科 目  ２０ 

専 門 選 択 科 目 
 ２８ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８  

 



専 門 教 育 科 目 履 修 基 準 

第二類 技術・情報系コース（中等教育科学（技術・情報）プログラム） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専

門

基

礎

科

目 

科学文化教育論  ２ 

３４ 

第 二 類 

技術教育概論Ⅰ  ２ 

技術・情報系コース 

情報教育論Ⅰ  ２ 

木材活用概論  ２ 

金属活用概論  ２ 

機械活用概論  ２ 

電気電子活用概論Ⅰ  ２ 

情報活用概論Ⅰ  ２ 

情報活用概論Ⅱ  ２ 

メカトロニクス創造実習  ２ 

選択専門基礎科目 １４ 

専 門 科 目      ２０  

専 門 選 択 科 目 
     ２８ 教 育 学 部 ほ か 

自 由 選 択 科 目 

卒  業  研  究       ６ 技術・情報系コース 

＜履修上の注意＞ 

 １． 『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，２８単位まで認める。 

 ２． 教職実践演習（中･高）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で中・

高等学校教育実習Ⅰ又はⅡの単位を修得していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターま

でに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであること

を条件に，履修を認める。 



第二類 技術・情報系コース（中等教育科学（技術・情報）プログラム）                     

○印は必修 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

学  期  別  週  授  業  時  数 

免許法該当科目 備 考１
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

基

礎

科

目 

科学文化教育論 ② ２  類共通科目

技術教育概論Ⅰ ② ２ 教科の指導法（技術）  

情報教育論Ⅰ ② ２ 教科の指導法（情報）  

木材活用概論 ② ２ 木材加工 , 工業  

金属活用概論 ② ２ 金属加工 , 工業  

機械活用概論 ② ２ 機械 , 工業  

電気電子活用概論I ② ２ 電気 , 工業  

情報活用概論Ⅰ ② ２ 情報  

情報活用概論Ⅱ ② ２ 〃  

メカトロニクス創造実習 ② ４ 機械，工業  

メカトロニクス基礎実習 ２ ２ 〃 , 〃  

ハードウェア概論 ２ ２ 情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ , 工業  

木材活用教材演習Ⅰ １ ２ 木材加工 , 工業  

金属活用教材演習Ⅰ １ ２ 金属加工 , 工業  

メカトロニクス教材演習 １ ２ 機械 , 工業  

電気電子活用概論Ⅱ ２ ２ 電気 , 工業  

ハードウェア教材演習 １ ２ 情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ , 工業  

技術教育概論Ⅱ ２ ２ 教科の指導法（技術）  

情報教育論Ⅱ ２ ２ 教科の指導法（情報）  

情報システム概論 ２ ２ 情報  

情報ネットワーク概論 ２ ２ 〃  

マルチメディアの活用 ２ ２ 〃  

プログラミングの学習 ２ ２ 〃  

専

門

科

目 

技術教育プランニング論 ２ ２ 教科の指導法（技術）  

技術教育方法・評価論 ２ ２ 〃  

工業科教育方法論Ⅰ ２ ２ 教科の指導法（工業）  

工業科教育方法論Ⅱ ２ ２ 〃  

情報教育プランニング論 ２ ２ 教科の指導法（情報）  

職業指導 ２ ２ 職業指導  

 

 



○印は必修 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

学  期  別  週  授  業  時  数 

免許法該当科目 備 考１
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

科

目 

木材機械加工概論 ２ ２ 木材加工 , 工業  

木材活用教材演習Ⅱ １ ２ 〃  , 〃  

木材活用教材演習Ⅲ １ ２ 〃  , 〃  

基礎製図 １ ２ 〃  , 〃  

金属機械加工概論 ２ ２ 金属加工 , 工業  

金属活用教材演習Ⅱ １ ２ 〃  , 〃  

メカトロニクス設計製図 １ ２ 機械 , 工業  

エネルギー活用論 ２ ２ 〃  , 〃  

メカトロニクス ２ ２ 〃  , 〃 工学部 

機構運動学 ２ ２ 〃  , 〃 工学部 

電気・電子工学 ２ ２ 電気 , 工業 工学部 

工業教育の数理 ２ ２ 工業  

栽培活用概論 ２ ２ 栽培 , 工業  

栽培活用教材演習 １ ２ 〃 , 〃  

情報社会論 ２ ２ 情報  

アルゴリズム論 ２ ２ 〃  

自動制御工学 ２ ２ 〃 工学部 

線形システム理論 ２ ２ 〃 工学部 

ディジタル制御 ２ ２ 〃  

モデリングとシミュレーション ２ ２ 〃  

データベース ２ ２ 〃 工学部 

情報と職業 ２ ２ 〃  

ハードウェア研究法 ２ ２ 〃  

ソフトウェア研究法 ２ ２ 〃  

ネットワーク研究法 ２ ２ 〃  

マルチメディア研究法 ２ ２ 〃  

 

 

 

 

 

 

 

 



○印は必修 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

学  期  別  週  授  業  時  数 

免許法該当科目 備 考１
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

選

択

科

目 

教職入門 ２ ２
教職の意義及び教員の役割，教員の職務内容，

進路選択に資する各種の機会の提供等
 

教育の思想と原理 ２ ２ 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２ ２ 幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２ ２ 教育に関する社会的，制度的又は経営的事項  

教育課程論 ２ ２ 教育課程の意義及び編成の方法  

道徳教育指導法 ２ ２ 道徳の指導法  

特別活動指導法 ２ ２ 特別活動の指導法  

教育方法・技術論 ２ ２ 教育の方法及び技術  

生徒・進路指導論 ２ ２ 生徒指導の理論及び方法，進路指導の理論及び方法  

教育相談 ２ ２ 教育相談  

中・高等学校教育実習入門 ２ ２ 教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １ 集中 教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １ 集中 教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４ 集中 教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２ 集中 教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習(中・高) ２ ２ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １ １ 教科又は教職に関する科目  

自  由 

選択科目 

本コース，本学部他コース，特

別科目及び他学部等が開設す

る専門教育科目（副専攻プログ

ラム及び特定プログラムを含

む。） 
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